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１．事業報告
会社の体制及び方針
１．業務の適正を確保する体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保する
ための体制として決議した事項は以下のとおりであります。

(1) 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　当社の取締役は、「ＭＡＥＤＡ企業行動憲章」に則り、グループ企業全体における法令遵守並びに企業倫理の
浸透を率先垂範して行うとともに、法令及び定款に違反する行為の有無について、「業務執行確認書」を決算期
毎に取締役会へ提出します。また、社長を議長とする「ＣＳＲ戦略会議」を設置し、ＣＳＲ活動の現状の把握、
評価と今後の方針について審議します。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社は、取締役の職務の執行に係る文書その他の情報（電磁的記録を含む）について、文書管理規程及び情報
システムセキュリティに関する社内規定などに従い、適切かつ検索性の高い状態で保存及び管理を行います。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社は、「ＭＡＥＤＡリスク管理方針」及びリスク管理規程に基づき、リスク管理委員会が「ＭＡＥＤＡ企業
行動憲章」を阻害するリスクを管理します。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社は、組織関係規程により取締役の職務執行が適正かつ効率的に行える体制を整備します。また、執行役員
制度を採用し、取締役の員数をスリム化することで、経営の意思決定の迅速化を図ります。

(5) 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　当社は、総合監査部が、適正な業務運営体制を確保するために、内部監査を実施します。また、ＣＳＲ・環境
部が、法令遵守並びに企業倫理に関する教育・普及等の活動を推進します。さらに、「企業行動ヘルプライン・
ホットライン」（相談・通報制度）を設置し、不正行為の未然防止や早期発見を的確に行います。

(6) 会社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　当社は、関係会社規程に基づき、グループ経営における業務の適正・信頼性を確保するための内部統制の構築
を行います。また、定期的に「関係会社ヒアリング」を開催するなど、当社と関係会社とが相互に密接な連携の
もとに経営を円滑に遂行し、グループ企業の総合的な事業の発展を図ります。
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(7) 監査役の職務を補助すべき使用人及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項
　当社は、監査役の職務の補助を担当する使用人に対する指示の実効性の確保に努めるとともに、当該使用
人の人事考課は監査役が行い、異動などについては監査役会の同意を得ることとします。

(8) 監査役への報告に関する体制
　当社及び当社の子会社の取締役、監査役及び使用人等は、職務執行に関し重大な法令、定款違反及び不正
行為の事実または会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を知ったときは直接的または間接的を問わ
ず、直ちに監査役会に報告を行うものとします。なお、当社は、監査役への報告を行った当社及び当社の子
会社の取締役、監査役及び使用人等に対して、当該報告をしたことを理由とする不利な取り扱いを行うこと
を禁止します。

(9) 監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　当社は、監査役がその職務の執行に関して費用の前払などの請求をしたときは、当該請求に係る費用など
が当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該請求に応じることとしま
す。

(10) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　当社は、監査役・取締役・会計監査人が、定例的な会合を開催し、意見交換を行い、監査が実効的に行わ
れることを確保します。また、監査の実効性を高めるために、監査役会は総合監査部と連携し、監査方針・
監査結果などについて緊密な情報・意見交換を行います。

(11) 財務報告の信頼性を確保するための体制
　当社は、財務報告の信頼性を確保するため、財務報告に係る内部統制の整備・運用体制を構築するととも
に、その体制が有効に機能していることを継続的に評価し、必要な是正を行います。

(12) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び反社会的勢力による被害を防止するための体制
　当社は、市民社会の秩序と安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対しては毅然とした態度で臨み、
断固として対決します。また、反社会的勢力から不当な要求を受けた場合の通報連絡体制を整備するととも
に、平素より外部の専門機関との緊密な連携関係を構築します。
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２．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
(1) コンプライアンス体制

　当社は、当社が果たすべき社会的な役割と責任を定めた「ＭＡＥＤＡ企業行動憲章」を小冊子「ＭＡＥＤ
Ａ ＭＥＭＯ」に記し、全役職員へ配布することで企業倫理の確立とコンプライアンスの徹底を図っていま
す。
　また、「企業行動ヘルプライン・ホットライン」（相談・通報制度）により不正行為の未然防止や早期発
見に努めるとともに、通報案件に対応しました。

(2) リスクマネジメント体制
　当社は、リスクマネジメントに関する最上位の機関である「リスク管理委員会」において、当社グループ
全体の横断的なリスク管理を行っています。2018年度は４回開催し、各部門・部署が行った定期的なリス
ク調査の結果に基づき、「法的規制」、「製品の欠陥」、「災害等」、「経済・財政状況の変化」、「信
用」、「新規事業の展開」等のテーマで横断的に評価・分析を行いました。

(3) 取締役の職務執行体制
　当社の取締役は、執行役員制度のもと原則毎月開催の執行役員会にて、各執行役員より報告がなされる各
部門・部署の執行状況を把握するとともに、重要事項について協議し、機動的な意思決定を行いました。
　また、四半期ごとに取締役会において、担当する部門の業務執行状況の報告を行っています。

(4) グループ管理体制
　当社は、関係会社規程に基づき、当社グループ会社の業務執行について重要度に応じて、当社の取締役会
または取締役の承認を受ける体制を整備しています。
　また、「関係会社ヒアリング」を定期的に行い、グループ会社の業務執行状況の報告を受けています。

(5) 情報の保存及び管理体制
　当社は、取締役会議事録及び稟議書類等、取締役の職務の執行に係る各書類について、いずれも関係法令
及び関連する社内規程に基づき、関係部署が検索性の高い状態で適切に保存及び管理しています。

(6) 監査役の監査体制
　当社の監査役室は、監査役５名及び専任の補助使用人１名で構成されています。監査役は、取締役会、執
行役員会その他の重要な会議に出席するとともに、社長及び各本部長等並びに会計監査人及び内部監査部門
との定期的な会合において、情報・意見の交換を行うことにより監査の実効性を高めています。
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３．会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針
(1) 基本方針の内容

　当社は、公開会社として当社株式の自由な売買を認める以上、特定の者の大規模な買付行為に応じて当社株式
の売却を行うか否かは、最終的には当社株式を保有する当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考
えます。
　しかしながら、将来起こりうる当社株式の大規模な買付行為の中には、明らかに濫用目的によるものがないと
は言えず、その結果として当社株主共同の利益を損なう可能性もあります。
　このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なう者は、当社の財務及び事業の方針を支配す
る者として適当でないと判断します。

(2) 不適切な支配の防止のための取組み
　当社は、株主の皆様が、大規模な買付行為を適切に判断するためには、買付者及び当社取締役会の双方から必
要かつ十分な情報が提供されることが重要と考え、大規模な買付行為を行う買付者に対する対応方針（以下、「現
対応方針」といいます。）を策定しております。
　現対応方針は、特定の株主グループの議決権割合が20％以上とすることを目的とする当社株式の買付を行おう
とする者に対して、買付行為の前に当社取締役会に対して必要かつ十分な情報を提供すること、及び当社取締役
会のための一定の評価期間が経過した後にのみ当該大規模買付行為を開始することをルールとして定め、これを
遵守しない大規模買付者に対して、当社取締役会が対抗措置を講じることがあることを明記しています。また、
当ルールが遵守された場合であっても、大規模買付行為が当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損な
うものと取締役会が判断した場合には、対抗措置を講じることもあります。

(3) 上記の取組みについての取締役会の判断とその理由
　当社の会社支配に関する基本方針は、当社株主共同の利益を尊重することを前提としており、現対応方針も、
かかる基本方針の考え方に沿って設計され、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために
必要な情報の提供や代替案の提示を受ける機会を保証することを目的としております。よって、現対応方針は株
主の皆様に適切な投資判断を行うことを可能とし、株主共同の利益を損なうものではないと考えます。
　また、現対応方針は大規模買付行為を受け入れるか否かが最終的には当社株主の皆様の判断に委ねられるべき
ことを大原則としつつ、当社株主全体の利益を守るために必要な範囲で大規模買付ルールの遵守の要請や対抗措
置の発動を行うものです。さらに、大規模買付行為に関して当社取締役会が検討、評価し、取締役会としての意
見のとりまとめ、代替案の提示、大規模買付者との交渉を行い、または対抗措置を発動する際には、当社の業務
執行を行う経営陣から独立している委員で構成される第三者委員会へ諮問し、同委員会の勧告を最大限尊重する
ものとしています。これらのことから、現対応方針が当社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えま
す。
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２．連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
第74期（2018年４月１日から2019年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 28,463 36,723 131,453 △2,441 194,199
当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △3,040 △3,040
親会社株主に帰属する当期純利益 23,952 23,952
自己株式の取得 △1,831 △1,831
自己株式の処分 74 47 121
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 0 0

連結範囲の変動 △195 △195
株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額（純額）

当連結会計年度中の変動額合計 － 74 20,716 △1,783 19,007
当期末残高 28,463 36,798 152,170 △4,224 213,207

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計そ の 他 有 価 証

券 評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

そ の 他 の 包 括
利 益 累 計 額 合 計

当期首残高 32,551 △27 6 △5,636 26,894 13,296 234,390
当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △3,040
親会社株主に帰属する当期純利益 23,952
自己株式の取得 △1,831
自己株式の処分 121
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 0

連結範囲の変動 △195
株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額（純額） 540 10 11 △1,455 △893 78 △815

当連結会計年度中の変動額合計 540 10 11 △1,455 △893 78 18,192
当期末残高 33,091 △17 17 △7,091 26,000 13,374 252,582
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連　結　注　記　表

Ⅰ．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
１．連結の範囲に関する事項
(１)連結子会社の状況

連結子会社の数　　　　　　10社
主要な連結子会社の名称　　(株)前田製作所、愛知道路コンセッション(株)

　当連結会計年度より、非連結子会社であった匿名組合八峰風力開発は、重要性が増したため、連結の範
囲に含めています。
(２)非連結子会社の名称及び連結の範囲から除いた理由

主要な非連結子会社の名称　(株)ジェイシティー
（連結の範囲から除いた理由）
　非連結子会社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）
及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連
結の範囲から除外しています。

２．持分法の適用に関する事項
(１)持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数

非連結子会社　　　　　　　１社
関連会社　　　　　　　　　５社
持分法適用の非連結子会社の名称

(株)ジェイシティー
持分法適用の主要な関連会社の名称

前田道路(株)、東洋建設(株)
(２)持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称
(株)ちばシティ消費生活ピーエフアイ・サービス、神大病院パーキングサービス(株)

（持分法を適用しない理由）
　持分法非適用の非連結子会社及び関連会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金
（持分に見合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用か
ら除外しています。
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３．会計方針に関する事項
(１)有価証券の評価基準及び評価方法

①　満期保有目的債券
償却原価法（定額法）

②　その他有価証券
時価のあるもの
　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定しています。）
時価のないもの

移動平均法による原価法
(２)デリバティブ等の評価基準及び評価方法

時価法
(３)たな卸資産の評価基準及び評価方法

①　未成工事支出金
個別法による原価法

②　販売用不動産、商品及び製品、開発事業等支出金、材料貯蔵品
個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

(４)重要な固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しています。但し、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっています。
　耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。
　なお、連結子会社の一部の資産については、定額法又は生産高比例法を採用しており、定額法の耐用
年数については、経済的耐用年数によっています。

②　無形固定資産（リース資産を除く）及び長期前払費用
　定額法を採用しています。但し、公共施設等運営権及び公共施設等運営事業の更新投資に係る資産に
ついては生産高比例法によっており、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間
(５年)に基づく定額法によっています。

③　リース資産
　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、自己所有の固定資産に適用する
減価償却方法と同一の方法によっています。また、所有権移転外ファイナンス・リースに係るリース資
産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっています。
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(５)繰延資産の処理方法
①　社債発行費

　支出時に全額費用として処理しています。
②　開業費

　５年間で均等償却しています。
(６)重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金
　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を引当て計上しています。

②　修繕引当金
　重機械類の大修繕に備えて、当連結会計年度までに負担すべき修繕見積額を引当て計上しています。

③　賞与引当金
　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち、当連結会計年度負担額を引当
て計上しています。

④　役員賞与引当金
　役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度における支給見込額を引当て計上し
ています。

⑤　完成工事補償引当金
　完成工事に係る瑕疵担保等の費用に充てるため、過去の一定期間における実績に基づく引当額を計上
しています。

⑥　工事損失引当金
　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、
かつ、その金額を合理的に見積もることができる工事について、損失見込額を引当て計上しています。

(７)退職給付に係る会計処理の方法
①　退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につ
いては、給付算定式基準によっています。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（10年～15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理するこ
ととしています。
　過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定
額法により按分した額を、費用の減額処理しています。
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(８)収益及び費用の計上基準
　請負工事に係る収益の計上については、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認め
られる工事については工事進行基準を適用し、その他の工事については工事完成基準を適用しています。
(９)重要なヘッジ会計の方法

　ヘッジ会計の方法は、繰延ヘッジ処理によっています。
　なお、為替予約については振当処理の要件を満たすものは振当処理に、金利スワップについては特例処
理の要件を満たすものは特例処理によっています。
(10)のれんの償却方法及び償還期間

　金額に重要性がある場合には、５年間の均等償却とし、重要性が乏しい場合は、当連結会計年度の費用
として一括処理しています。
(11)消費税等の会計処理

　税抜方式によっています。

Ⅱ．表示方法の変更
連結貸借対照表

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）に伴う会社
計算規則の改正（平成30年法務省令第５号　平成30年３月26日）を当連結会計年度の期首から適用し、繰
延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更して
います。

連結損益計算書
　前連結会計年度において、特別損失の「その他」に含めていた「関係会社株式評価損」は、重要性を勘案
し、当連結会計年度より区分掲記しています。なお、前連結会計年度における「関係会社株式評価損」は22
百万円です。
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Ⅲ．追加情報
従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引

　当社は、従業員の福利厚生の増進及び当社の企業価値向上に係るインセンティブの付与を目的として、従
業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っています。
(１)取引の概要

　当社は、2019年３月より「株式給付信託（従業員持株会処分型）」（以下「本制度」といいます。）
を導入しました。
　本制度の実施にともない、当社は、当社を委託者、みずほ信託銀行株式会社（以下「受託者」といいま
す。）を受託者とする「株式給付信託《従業員持株会処分型》契約書」（以下かかる契約に基づいて設定
される信託を「本信託」といいます。）を締結しました。また、受託者は、資産管理サービス信託銀行株
式会社（以下「信託Ｅ口」といいます。）を再信託受託者として当社株式などの本信託の信託財産を再信
託する契約を締結しています。信託Ｅ口は、信託設定後３年間にわたり「前田建設工業社員持株会」（以
下「持株会」といいます。）が取得する見込みの当社株式を取得し、定期的に持株会に対して売却を行っ
ていきます。信託終了時までに、信託Ｅ口による持株会への当社株式の売却を通じて本信託の信託財産内
に株式売却益相当額が累積した場合には、それを残余財産として受益者適格要件を充足する持株会加入者
に分配します。また、当社は、信託Ｅ口が当社株式を取得するために受託者が行う借入に対し保証をして
いるため、信託終了時において、当社株式の株価の下落により株式売却損相当の借入残債がある場合に
は、保証契約に基づき当該残債を弁済することとなります。
(２)信託に残存する自社の株式

　信託に残存する自社の株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）により、株主資
本に自己株式として計上しています。当連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、35百
万円及び32千株です。
(３)総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　943百万円
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Ⅳ．連結貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産

有価証券 230百万円
建物・構築物 439百万円
土地 61百万円
投資有価証券 1,798百万円
投資その他の資産（その他） 70百万円

合計 2,599百万円
担保に係る債務の金額

短期借入金 3,777百万円
長期借入金 2,394百万円

合計 6,172百万円
　ノンリコース債務に対応する担保資産は、「２．ノンリコース債務に対応する資産」に含めて記載して
います。

２．ノンリコース債務に対応する資産
現金預金 14,640 ( － ) 百万円
受取手形・完成工事未収入金等 1,887 ( － ) 百万円
材料貯蔵品 19 ( 19 ) 百万円
建物・構築物 116 ( 116) 百万円
機械・運搬具・工具・器具備品 12,838 (12,827) 百万円
公共施設等運営権 124,344 ( － ) 百万円

合計 153,846 (12,964) 百万円
　上記のうち、（ ）内書は工場財団根抵当に供されている金額並びに対応する資産です。

３．有形固定資産の減価償却累計額 76,261百万円
４．保証債務額

借入金に対する保証債務 1,127百万円
工事に対する入札・履行保証等債務 877百万円
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Ⅴ．連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．当連結会計年度末日の発行済株式の種類及び総数

普通株式 197,955千株
２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　2018年６月22日の第73回定時株主総会において、次のとおり決議しています。
普通株式の配当に関する事項
(１)　配当金の総額 3,040百万円 (注1)
(２)　１株当たり配当額 16.0円
(３)　基準日 2018年３月31日
(４)　効力発生日 2018年６月25日

３．当連結会計年度末日後に行う剰余金の配当に関する事項
　2019年６月21日開催予定の第74回定時株主総会において、次の議案が提出されます。

普通株式の配当に関する事項
(１)　配当の原資 利益剰余金
(２)　配当金の総額 3,802百万円 (注1)(注2)
(３)　１株当たり配当額 20.0円
(４)　基準日 2019年３月31日
(５)　効力発生日 2019年６月24日

(注１)配当金の総額は、関係会社が保有する親会社株式の配当金控除後の金額です。
(注２)2019年６月21日開催の定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（従業員持株会処分

型）が保有する当社株式に対する配当金０百万円が含まれています。
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Ⅵ．金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、主に建設事業を行うための資金計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入や社債発行）
を調達しています。また、一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用しています。
　営業債権である受取手形及び完成工事未収入金等については、顧客の信用リスクにさらされていますが、
当該リスクに関しては、受注管理規程及び経理規程等に沿って、定期的に残高管理の実施及び取引先ごとの
信用状況の把握を行うことにより、リスク低減を図っています。また、投資有価証券は主として株式であり、
市場価格の変動リスクにさらされていますが、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、定期的に時価
や発行体の財務状況等を把握し、市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しています。
　借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備等投資資金（長期）であり、一部の長期借入金の金利
変動リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しています。公共施設等運営権に
係る負債は、公共施設等運営権対価の未払額であり、運営期間にわたり支払います。また当該債務にかかる
金利は固定化されています。なお、デリバティブ取引はデリバティブ管理規則に従い、市場変動等のリスク
を回避するために利用し投機的な取引は行わない方針です。
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２．金融商品の時価等に関する事項
　2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 時価 差額

(１)現金預金 57,949 57,949 －

(２)受取手形・完成工事未収入金等 217,889 217,794 △95

(３)有価証券及び投資有価証券 144,509 140,968 △3,540

資産計 420,348 416,712 △3,635

(１)電子記録債務 12,193 12,193 －

(２)工事未払金等 96,839 96,839 －

(３)短期借入金 24,605 24,605 －

(４)１年内返済予定のノンリコース借入金 1,819 1,819 －

(５)１年内償還予定の社債 10,000 10,000 －

(６)公共施設等運営権に係る負債(流動負債) 4,397 4,397 －

(７)社債 15,000 15,045 45

(８)ノンリコース社債 20 20 0

(９)長期借入金 28,862 28,836 △26

(10)ノンリコース借入金 19,099 19,197 97

(11)公共施設等運営権に係る負債(固定負債) 117,349 125,291 7,941

負債計 330,187 338,246 8,059

(１)デリバティブ取引(※) (36) (36) －

(※)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目
については（）で示しています。
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(注１)金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
資　産
(１)現金預金

　預金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってい
ます。
(２)受取手形・完成工事未収入金等

　これらの時価については、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額を満期までの期間及び
信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しています。
(３)有価証券及び投資有価証券

　これらの時価のうち、株式については取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引
金融機関から提示された価格によっています。

負　債
(１)電子記録債務、(２)工事未払金等、(３)短期借入金、(４)１年内返済予定のノンリコース借入金、
(５)１年内償還予定の社債、並びに(６)公共施設等運営権に係る負債(流動負債)

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ています。
(７)社債

　当社の発行する社債の時価は、市場価格によっています。
(８)ノンリコース社債

　ノンリコース社債の時価は、元利金の合計額を同様の新規社債発行を行った場合に想定される利
率で割り引いた現在価値により算定しています。
(９)長期借入金、並びに(10)ノンリコース借入金

　固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り
引いた現在価値により算定しています。
　変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、時価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当
該帳簿価額によっています。
　このうち金利スワップの特例処理の対象とされているものは、当該金利スワップと一体として処
理された元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に適用される合理的に見積られる利率で
割り引いた現在価値により算定しています。
(11)公共施設等運営権に係る負債(固定負債)

　公共施設等運営権に係る負債(固定負債)の時価は、支払予定時期に基づき、将来キャッシュフロ
ーを国債利回りを基礎とした合理的な利率で割り引いた現在価値により算定しています。
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デリバティブ取引
(１)デリバティブ取引

　デリバティブ取引の時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。
　金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理さ
れているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しています。

(注２)非上場株式等（連結貸借対照表計上額10,701百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フロ
ーを見積もることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(３)有価証券及び
投資有価証券」には含めていません。

Ⅶ．賃貸等不動産に関する注記
　当社及び一部の連結子会社では、東京都や福岡県などの全国主要都市を中心に、賃貸オフィスビルや賃貸複
合施設等を所有しています。当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は889百万円、減損
損失は1,787百万円です。
　また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりです。

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 当連結会計年度末

の時価当連結会計年度
期首残高

当連結会計年度
増減額

当連結会計年度末
残高

9,949 1,502 11,451 25,152

(注１)連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額です。
(注２)当連結会計年度増減額の主な増加は、賃貸用マンションの取得837百万円、共用資産から賃貸用オフィス

ビルへの振替2,699百万円、減少は、減損損失1,787百万円です。
(注３)当連結会計年度末の時価は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく

金額です。

Ⅷ．１株当たり情報に関する注記
１．１株当たり純資産額 1,268円95銭
２．１株当たり当期純利益 126円14銭
(注)株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託（従業員持株会処分型）に残存する自社の株

式は１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めており、また、１株当
たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。
当連結会計年度において１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数と、１株当たり
当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、ともに32千株です。
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Ⅸ．公共施設等運営事業に関する注記
　連結子会社である愛知道路コンセッション(株)が運営権者となり、実施する公共施設等運営事業は以下のと
おりです。
１．運営権者が取得した公共施設等運営権の概要

対象となる
公共施設等の
内容

愛知県有料道路運営等事業
知多4路線
(南知多道路、知多半
島道路、知多横断道
路及び中部国際空港
連絡道路を総称して
いいます。)

猿投グリーンロ
ード 衣浦トンネル 衣浦豊田道路 名古屋瀬戸道路

上記路線ごとに運営権が設定されています。
実施契約に
定められた
運営権対価の
支出方法

運営権取得時に一時金を支払い、残額は運営期間にわたり分割して毎年支
払います。

運営権取得時に
全額を支払いま
す。

運営権設定期間 2016年10月１日～
 2046年３月31日

2016年10月１日～
 2029年６月22日

2016年10月１日～
 2029年11月29日

2016年10月１日～
 2034年３月５日

2016年10月１日～
 2044年11月26日

残存する
運営権設定期間

2019年４月１日～
 2046年３月31日

2019年４月１日～
 2029年６月22日

2019年４月１日～
 2029年11月29日

2019年４月１日～
 2034年３月５日

2019年４月１日～
 2044年11月26日

プロフィット
シェアリング
条項の概要

　各運営権対象施設に係る各事業年度の実績料金収入の合計額が、当該各運営権設定対象施
設に係る各事業年度の計画料金収入の合計額と比較して、増加し、または減少した場合、当
該増加し、または減少した料金収入の帰属または負担については以下のとおりです。

・6％以内の増加または減少にとどまる場合
　　運営権者の帰属または負担
・6％を超えて増加した場合
　　6％以内の増加額は運営権者の帰属、6％を超える増加額は愛知県道路公社の帰属
・6％を超えて減少した場合
　　6％以内の減少額は運営権者の負担、6％を超える減少額は愛知県道路公社の負担

２．公共施設等運営権の減価償却の方法
　交通量に基づく生産高比例法によっています。
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３．更新投資に係る主な事項
　(１)主な更新投資の内容及び投資を予定している時期
(知多４路線)

更 新 投 資 の 内 容 予 定 時 期

ＥＴＣレーン更新
2029年３月期　～　2032年３月期
2045年３月期　～　2046年３月期

一般収受機更新
2020年３月期　～　2022年３月期
2033年３月期　～　2036年３月期

中央装置更新

2020年３月期
2024年３月期　～　2029年３月期
2031年３月期
2041年３月期

ガードレール更新
2021年３月期　～　2023年３月期
2028年３月期　～　2030年３月期
2033年３月期　～　2035年３月期

　(２)運営権者が採用した更新投資に係る資産及び負債の計上方法
　　　更新投資のうち資本的支出に該当する部分（所有権が管理者等に帰属するものに限ります。）に関して、

運営権設定期間にわたって支出すると見込まれる額の総額及び支出時期を見積り、公共施設等運営権取得
時に、支出すると見込まれる額の総額の現在価値を負債として計上し、同額を資産として計上しています。

　(３)更新投資に係る資産の減価償却の方法
　　　交通量に基づく生産高比例法によっています。

Ⅹ．その他の注記
１．受取手形裏書譲渡高 2,796百万円

受取手形流動化による譲渡高 1,429百万円
２．連結会計年度末日満期手形の会計処理

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。なお、次の連結会計年
度末日満期手形が連結会計年度末残高に含まれています。

受取手形 455百万円
受取手形裏書譲渡高 600百万円
受取手形流動化による譲渡高 189百万円

３．金額の端数処理
　金額の百万円未満は、切捨て表示しています。
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３．計算書類
株主資本等変動計算書
第74期（2018年４月１日から2019年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 その他資本

剰 余 金
資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計別途積立金 繰越利益

剰 余 金

当期首残高 28,463 36,587 － 36,587 4,552 52,000 21,407 77,959 △65 142,945
当事業年度中の変動額

剰余金の配当 △3,165 △3,165 △3,165
別途積立金の積立 16,000 △16,000 － －
当期純利益 20,424 20,424 20,424
自己株式の取得 △1,830 △1,830
自己株式の処分 74 74 47 121
株主資本以外の項目の当事業
年度中の変動額（純額）

当事業年度中の変動額合計 － － 74 74 － 16,000 1,259 17,259 △1,783 15,549
当期末残高 28,463 36,587 74 36,661 4,552 68,000 22,666 95,218 △1,848 158,495

評価・換算差額等
純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当期首残高 30,710 △37 30,672 173,618
当事業年度中の変動額

剰余金の配当 △3,165
別途積立金の積立 －
当期純利益 20,424
自己株式の取得 △1,830
自己株式の処分 121
株主資本以外の項目の当事業
年度中の変動額（純額） 867 37 904 904

当事業年度中の変動額合計 867 37 904 16,454
当期末残高 31,577 △0 31,576 190,072
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個　別　注　記　表

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．有価証券の評価基準及び評価方法
(１)満期保有目的債券

償却原価法（定額法）
(２)子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
(３)その他有価証券

時価のあるもの
　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定しています。）
時価のないもの
　移動平均法による原価法

２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法
時価法

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法
(１)未成工事支出金

個別法による原価法
(２)販売用不動産、開発事業等支出金、材料貯蔵品

個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
４．固定資産の減価償却の方法
(１)有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しています。但し、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016
年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっています。
　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。
(２)無形固定資産（リース資産を除く）及び長期前払費用

　定額法を採用しています。但し、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５
年)に基づく定額法によっています。
(３)リース資産

　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、自己所有の固定資産に適用する減
価償却方法と同一の方法によっています。また、所有権移転外ファイナンス・リースに係るリース資産に
ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっています。
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５．繰延資産の処理方法
社債発行費

支出時に全額費用として処理しています。
６．引当金の計上基準
(１)貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を引当て計上しています。
(２)修繕引当金

　重機械類の大修繕に備えて、当事業年度までに負担すべき修繕見積額を引当て計上しています。
(３)賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち、当事業年度負担額を引当て計上
しています。
(４)役員賞与引当金

　役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当事業年度における支給見込額を引当て計上していま
す。
(５)完成工事補償引当金

　完成工事に係る瑕疵担保等の費用に充てるため、過去の一定期間における実績に基づく引当額を計上し
ています。
(６)工事損失引当金

　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、
その金額を合理的に見積もることができる工事について、損失見込額を引当て計上しています。
(７)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、
当事業年度において発生していると認められる額を引当て計上しています。

①退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっています。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとして
います。
　過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による
定額法により按分した額を、費用の減額処理しています。
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７．収益及び費用の計上基準
　請負工事に係る収益の計上については、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められ
る工事については工事進行基準を適用し、その他の工事については工事完成基準を適用しています。

８．ヘッジ会計の方法
　ヘッジ会計の方法は、繰延ヘッジ処理によっています。
　なお、為替予約については振当処理の要件を満たすものは振当処理に、金利スワップについては特例処
理の要件を満たすものは特例処理によっています。

９．退職給付に係る会計処理
　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結
計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっています。

１０．消費税等の会計処理
　税抜方式によっています。

Ⅱ．表示方法の変更に関する注記
貸借対照表

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）に伴う会社
計算規則の改正（平成30年法務省令第５号　平成30年３月26日）を当事業年度の期首から適用し、繰延税
金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更していま
す。

損益計算書
　前事業年度において、区分掲記していた特別利益の「投資有価証券売却益」は重要性を勘案し、当事業年
度より「その他」に含めています。なお、当事業年度における「投資有価証券売却益」は6百万円です。
　前事業年度において、営業外支出の「その他」に含めていた「保証料」、及び特別損失の「その他」に含
めていた「関係会社株式評価損」は重要性を勘案し、当事業年度より区分掲記しています。なお、前事業年
度における「保証料」は140百万円、「関係会社株式評価損」は15百万円です。
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Ⅲ．貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産 有価証券 230百万円

投資有価証券 150百万円
関係会社株式 1,140百万円
投資その他の資産（その他） 70百万円

合　　計 1,591百万円
２．有形固定資産の減価償却累計額 52,461百万円
３．保証債務額

借入金等に対する保証債務 1,065百万円
工事に対する入札・履行保証等債務 877百万円

４．関係会社に対する短期金銭債権 11,889百万円
関係会社に対する長期金銭債権 393百万円
関係会社に対する短期金銭債務 17,938百万円
関係会社に対する長期金銭債務 157百万円

Ⅳ．損益計算書に関する注記
１．工事進行基準による完成工事高 386,068百万円
２．完成工事高のうち関係会社に対する部分 14,268百万円
３．完成工事原価のうち関係会社からの仕入高 63,849百万円
４．関係会社との営業取引以外の取引高 3,171百万円

Ⅴ．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

当期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当期末株式数

普通株式 136千株 1,594千株 99千株 1,631千株

(注１)当事業年度末の自己株式数には、株式給付信託（従業員持株会処分型）が保有する当社の株式32千株が
含まれています。

(注２)自己株式の増加1,594千株は、株式給付信託（従業員持株会処分型）による当社の株式の取得による増加
32千株、取締役会決議に基づく取得による増加1,561千株、及び単元未満株式の買取りによる増加０千
株です。

(注３)自己株式の減少99千株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少です。
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Ⅵ．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）
退職給付引当金損金算入限度超過額 3,100百万円
たな卸資産等有税評価減 3,160
減損損失 3,972
貸倒引当金損金算入限度超過額 137
工事損失引当金 66
投資有価証券有税評価損 1,190
その他 7,783

繰延税金資産小計 19,411
評価性引当額 △15,730
繰延税金資産合計 3,681

（繰延税金負債）
その他有価証券評価差額金 △13,177
その他 △45

繰延税金負債合計 △13,223
繰延税金負債の純額 △9,542
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Ⅶ．関連当事者との取引に関する注記
子会社等

属 性 会社等
の名称

資本金
(百万円)

事業の
内　容

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の
内　容

取  引
金  額
(百万円)

科 目
期  末
残  高
(百万円)

子会社 (株)エフビーエス・ミヤマ 100 建設業 (所有)
直接75.0 ＣＭＳ取引 ＣＭＳ取引

支払利息
(注１)

6,727
20 預り金 7,570

関連会社 光が丘興産(株) 1,054 商社
(所有)

直接23.8
(被所有)
直接12.4

工事資材
の購入 工事資材の購入

(注２)
43,319 工事

未払金 4,324

(注１)ＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム)取引は、グループ企業の資金を一元管理するものです。
取引金額については、期中における平均残高を記載しています。利率は市場金利を勘案して合理的に決定
しています。

(注２)価格その他の取引条件は、市場価格に基づいて価格交渉し決定しています。

Ⅷ．１株当たり情報に関する注記
１．１株当たり純資産額 968円15銭
２．１株当たり当期純利益 103円31銭
(注)株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託（従業員持株会処分型）に残存する自社の株

式は１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めており、また、１株当
たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。
当事業年度において１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数と、１株当たり当期
純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、ともに32千株です。

Ⅸ．その他の注記
１．受取手形裏書譲渡高 2,427百万円
２．事業年度末日満期手形の会計処理

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。なお、次の事業年度末
日満期手形が事業年度末残高に含まれています。

受取手形裏書譲渡高 434百万円
３．金額の端数処理

　金額の百万円未満は、切捨て表示しています。
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